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（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会議名 令和元年度 館山市立博物館協議会会議 

開催日 令和２年２月２７日（木）午前１０時００分～１２時００分 

開催場所 館山市立博物館本館 集会室 

出席者 

館山市立博物館協議会委員 椙山林繼 清本正人 金房 努 石井則子 須田啓子 

館山市教育委員会     教育長            出山裕之 

館山市教育委員会教育部  生涯学習課長         櫻井保志 

博物館長           溝江 晃 

博物館庶務係長        小林俊彦 

館山市経済観光部     観光みなと課みなと係     平野 守 

指定管理者        ㈱塚原緑地研究所 総括責任者 松島 学 

公開・非公開の別 公開 

非公開の場合の理由  

傍聴者 なし 

会議概要・結果等 

 

１ 開会 

２ 館山市教育委員会   出山教育長あいさつ 

３ 館山市立博物館協議会 椙山会長あいさつ 

４ 議事 

⑴館山市立博物館事業について 

説明：博物館 溝江，小林 

   ①令和元年度館山市立博物館事業実施状況について 

・展示事業，教育普及（講座，教室等）事業 

・入館状況 

  ②令和２年度館山市立博物館事業計画 

   ・主な展示，教育普及事業 

⑵“渚の駅”たてやま（渚の博物館）事業について 

説明：観光みなと課 平野 

①“渚の駅”たてやま整備経緯 

②渚の博物館，渚の駅入館者数 

③イベント等実施状況，来年度計画 

５ 報告 

八犬伝博物館（館山城）指定管理業務について 

⑴概要 

説明：博物館 小林 

   ⑵令和元年度の状況 

説明：指定管理者総括責任者 松島 

６ 閉会 
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【質疑応答・意見等】 （◎委員質問・意見  ●館山市） 

 

１ 博物館関連 

◎台風被害は今後も起こると想定される。博物館資料は市民の貴重な財産なので，収

蔵庫の保全，資料保護等，台風災害に対応する策をしっかり講じて欲しい。 

◎収蔵資料が良好に管理されていることを対外的に報告できるよう管理して欲しい。 

●博物館等における全国的に共通の課題であると認識している。施設の老朽化とも併

せて検討しなければならない。当館では，収蔵庫内で，床から離した収蔵棚，ラック

等を使用している。資料保全は，学芸員業務の毎日の重要な業務である。 

●館山城，博物館本館収蔵庫棟，渚の駅たてやまは，それぞれ台風による被害を被っ

ており，各担当部署で修繕の対応をしている。 

 

◎渚の駅たてやまギャラリーで開催された展示に行ったが，場所が良く分からなかっ

た。会場案内表示に工夫を願いたい。 

 

◎「昔のくらし」は，クイズ形式の説明もあって好評なので，今後も継続して欲しい。 

 

◎渚の駅たてやまで行われた白浜中学校の校外授業で，館山市学芸員から江戸時代の

海上交通に関する講義を受け，館内収蔵資料「おしょくり船」を見学し，当時の海

上輸送のしくみ等について学んだ。自分たちの地域における文化や歴史を理解する

うえで有意義な内容だった。 

 

◎市内の３幼稚園（西岬，豊房，館野）合同で渚の駅たてやま「海辺の広場」を見学

に行った際，興味深い展示や帰りに貝ストラップを貰ったりして，園児が大喜びだっ

た。 

 

２ その他 

 新型コロナウィルス対応について 

●市の対策会議では，今後１～２週間の対応が重要であると考えている。 

 市が主催（共催）するイベントは３月末まで，原則中止とする決定がなされている。 

 博物館の臨時閉鎖（閉館）も視野に入れている。各委員の意見はないか。 

◎博物館の臨時閉鎖（閉館）については，博物館協議会委員が判断すべきものではな

いので，行政側で検討し判断して欲しい。 

 

 


